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２０１２年正会員向けアンケートの集計結果（全 21 ページ） 

 

平成 25 年 4 月 8 日 

 

この度、正会員向けに行いましたアンケートの集計結果を公表いたします。本アンケートは、機関紙

「ふまねっとひろば」2013 年冬号に同封して全会員に送付し、ファックスにて返信してもらう回収方法で行

われました。ご協力をいただいた正会員の皆様には、あつくお礼を申し上げます。お寄せいただいたご助

言に添えるように今後とも努力して運営にあたってまいりますのでご指導をたわまれますようお願い申し

上げます。 

理事長 北澤一利 

 

実施期間 平成 25 年 1 月中旬送付、平成 25 年 3 月 10 日締め切り。 

送信総数 2,935 件 

回答数  185 件 

回答率  6.3 % 

 

 

 

表 1 回答者の内訳（性別） 

所有資格 女 男 無回答 合計 

サポーター人数（平均年齢） 82(64.2) 29(63.0) 0 111(63.8) 

インストラクター人数（平均年齢） 56(57.4) 17(52.8) 1(62.0) 74(56.4) 

合 計 138(61.4) 46(59.2) 1(62.0) 185（60.8） 

 

表 2 回答者の内訳（年齢） 

年齢 サポーター人数（%） インストラクター人数（%） 合計（%） 

20-29 2(1.8) 4(5.4) 6(3.2) 

30-39 9(8.1) 11(14.9) 20(10.8) 

40-49 3 (2.7) 8(10.8) 11(5.9) 

50-59 18(16.2) 111 (14.9) 29(15.7) 

60-69 32(28.8) 23(31.1) 55(29.7) 

70-79 42(37.8) 13(17.6) 55(29.7) 

80-90 5(4.5) 4(5.4) 9(4.9) 

合 計 111(100.0) 74(100.0) 185(100.0) 

 

 

以下に、各質問への回答結果を性別で集計したものを作成しましたのでご覧ください。また、自由記述への回答もご覧

いただければ幸いです。 
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質問 1 あなたはサポーター、またはインストラクターの資格を取得してよかったと感じますか？ 

回 答 女 男 無回答 総計 

とてもよかった 94 32 1 127

まあよかった 42 13 0 55

あまりよくなかった 1 1 0 2

無回答 1 0 0 1

総 計 138 46 1 185

 

女（138 人） 男（46 人） 

 

 

 

質問 2 あなたは、これからも正会員として今後もずっと活動を続けたいと思いますか？ 

回 答 女 男 無回答 総計 

とてもそう思う 76 27 1 104

まあそう思う 56 19 0 75

あまり思わない 3 0 0 3

無回答 3 0 0 3

総 計 138 46 1 185

 

女（138 人） 男（46 人） 

 

  

とてもよかった

まあよかった

あまりよくなかった

無回答

とてもよかった

まあよかった

あまりよくなかった

無回答

とてもそう思う

まあそう思う

あまり思わない

無回答

とてもそう思う

まあそう思う

あまり思わない

無回答
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質問 3 年会費の 2,000 円についてあなたの意見に一つ○をつけて下さい？ 

回 答 女 男 無回答 総計 

高いと思う 17 6 0 23

ちょうどいいと感じる 115 38 1 154

安いと感じる 4 1 0 5

無回答 2 1 0 3

総 計 138 46 1 185

 

女（138 人） 男（46 人） 

 

 

 

 

質問 4 一年間に 4 回の機関紙「ひろば」についてあなたの意見に一つ○をつけて下さい。 

回 答 女 男 無回答 総計 

とても参考になる 90 29 1 120

まあ参考になる 46 15 0 61

あまり参考にならない 2 1 0 3

無回答 0 1 0 1

総 計 138 46 1 185

 

女（138 人） 男（46 人） 

 

  

高いと思う

ちょうどいいと感じる

安いと感じる

無回答

高いと思う

ちょうどいいと感じる

安いと感じる

無回答

とても参考になる

まあ参考になる

あまり参考にならない

無回答

とても参考になる

まあ参考になる

あまり参考にならない

無回答
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質問 5 ふまねっとの価格について（本体 31,500 円税込）あなたの意見に一つ○をつけて下さい。 

回 答 女 男 無回答 総計 

高いと感じる 74 32 0 106

ちょうどいいと感じる 56 13 1 70

安いと感じる 1 0 0 1

無回答 7 1 0 8

総計 138 46 1 185

 

 

女（138 人） 男（46 人） 

 

質問 6 あなたは本法人のこれまでの活動のどのような点を評価するか自由に書いてください。 

1 

各会場で、ボランティアでふまねっと運動のサポーターをしていて、最初は皆さん不安そうな顔をしていま

したが、ステップが出来た時の満足そうな笑顔がとても印象に残っています。ふまねっと運動は、とても良

い運動だと思います。 

2 
健康な人、高齢の人と誰もが参加できる運動で、サポーターにもなれ、お手伝いが出来る仕事が良いこと

だと思います。少しずつ頑張っていけることがよいと思います。 

3 
仲間づくりに、後遺症のある方のリハビリに役立っております。ネットさえあれば少人数・多数と活動が出

来、またふまねっとひろばでの活動報告、新しいステップも楽しみにしています。 

4 高齢者の運動機能・認知機能向上に最適であり、多くの高齢者に支持されている点。 

5 
①頭の切替が、大変良くなったと思う。②やる気が充分目が輝いて楽しそう。③ヒザの悪い方も歩かれる

ようになり、喜びの声に・・・・感動致す。 

6 

7 

8 
考えながらの楽しい動作を行える場が増えたことは大変良かったと思います。参加者もサポーターも同じ

人の集まりとなってきていますので、どう活動を広げて行くかがこれからの問題と思います。 

9 

10 
機関紙により多岐に亘る活動の様子を知ることで、改めて刺激されています。自己の勉強の場として参加

させていただいています。 

11 サポーター資格取得 一年ですので今のところあまりわかりません。 

高いと感じる

ちょうどいいと感じる

安いと感じる

無回答

高いと感じる

ちょうどいいと感じる

安いと感じる

無回答
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12 高齢者が参加できるだけでなく、スタッフとしても参加していること 

13 
自分の体のためにと参加したことからこんなに楽しく大勢の人のつながりが出来るものなんだと感謝した

いと思います。少しでも早く仲間と共にこのふまねっとで「人の和」「絆」が出来るよう努力します。 

14 
この数年、外科的なケガと内科（胃）を患ったために、あまり外出することが少なかった。今年は出来るでし

ょう？ 

15 
ふまねっとひろばで、サポーターの活動報告をよく参加にしています。ステップ指導も楽しいものに挑戦し

ながら約 1 時間半月 1 回を頑張っています。 

16 

17 

18 
ふまねっと運動を開発したこと。その普及活動とサポーターやインストラクター養成講座の開催、機関紙の

発行など全ての活動を評価します。こんなに参加者の笑いを誘う運動はありません。 

19 

20 

21 

22 

23 

24 

25 

26 
指導者（インストラクター）がよく訓練されていて、納得のゆくような指導をして下さり、地域に帰ってのふま

ねっと実施において参考になっている。 

27 
ふまねっとの普及活動が年々増えていることに大変良いことであり、また会員の展開に一層お協力お願い

する。 

28 
高齢者も健康づくりの担い手になり得るという考え方に共感します。ふまねっとを通じて、歩行の大切さば

かりでなく、ひとりひとりが楽しめなくては何も長続きしないということに気づきました。 

29 ふまねっと広く認知させてきたこと 

30 月２回の活動ですが地域の高齢者の交流の場になっている 

31 

32 

33 現段階では、サロンでのボランティア活動や公民館で講座を開き、その都度広く受講者を募っている。 

34 地域での予防的な取り組み 

35 
仕事の関係で、研修会に参加していません。ふまねっとについて評価できませんが、今後研修か参加に

ついて努めて参ります。 

36 
年齢関係なく催し事に楽しめてとてもいいことだと思います。その地区で、やってみたいという声を聞くこと

があります。 
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37 
少ない予算（収入）で、少ない人員での活動は大変だと思いますが、”ふまねっと”効果がはっきりしたら、

指導料、講習料負担もあっても良いと思います。 

38 
誰でもゆっくり、体調に合わせ少ない時間でも出来る。笑顔が見ることが多くなり声を出して笑って、穏や

かな時が過ごすことが嬉しいです。 

39 

40 
この度のスキルアップ研修会は私達サポーターにも大変良い勉強会をさせていただけること、本当に嬉し

く思います。ますます私達サポーターもがんばって行きたいと思います。ありがとうございます。 

41 東日本大震災のとき、被災地の方のとじこもり予防にふまねっとを始められたこと 

42 

○参加者同士の親睦が図れること。○足の運動、頭の体操に役立つこと。○この運動の教室を開くことによるサポーター自身が

（教室を開く準備、ステップの予防、その日集まる参加者の合わせたアイスブレーキングを考える。終わってからの反省・・・など

～・・・で）これに対しての意欲が出てきたり自信がついてきたりで生き生きするようになると思う。結局は自分自身の介護予防にな

ると思う。 

43 
老若男女を問わず、楽しく参加できることです。参加の方々の笑顔があふれているところもすばらしいで

す。 

44 地域住民への啓蒙活動はとても効果的だと思います。 

45 

事業を移り、デイサービスで仕事をして、「ふまねっと」の活動を知られていなく「何？それ」と知名度がない

ことに驚きました。インストラクターの事業所に積極的に無料で活動を行ってほしいです。ふまねっとの価

格も高すぎです。「似たものを作れば？」と言われてしまいます。活動の内容には評価しかねます。 

46 
私は色々がんばってインストラクターおとったもので今も月二回いってみんなとやっています。とても楽しい

です。 

47 たのしく気楽に参加できること 

48 

49 スタート地点に立ったばかりですので、評価する余裕などありません。すみません。 

50 

51 サポーターの資格を取ってまもなく、メヌエールになって目眩がするので全然活動していません。 

52 （同上重複） 

53 
とても良いサポーターインストラクターとも資格者が増加したのも楽しく感ずる（教育の義務化が必要でな

いか） 

54 
○災害地での一助となれたこと○各地域住民への運動は非常に大きい。○行き届いた各地区での資格

者達への講習会 

55 
東日本大震災地の被災者に「ふまねっと」健康運動を奨めて、元気と生きる喜びを喚起し、その様を会員

に周知して一層の活動のために意欲を高めている。 

56 
 

57 
元気な高齢者が主役になれる。まちがわなかったステップや人より上手くできたからなどではなく、笑って

楽しく指摘しない！！このようなことを取り入れていること。運動ではなく教室としたこと。 
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58 機関紙に活動を掲載していること。予算的なことがあるが、アフターフォローをしているところ 

59 
脳と身体のズレを感じている現在、健康は自分たちで考えるという考え方、素晴らしいと思います。地域に

根ざし、芽を広げて元気な暮らしが出来ることを望みます。 

60 

私は初心者で、日が浅いのですが、ふまねっと運動はとても良いなと思っています。特に、ゆっくりみんな

で笑顔で出来ること。たぶんまだまだ知名度が低いと思っていますので、微力ながら少しずつ広めて行け

ればと思っています。 

61 

62 

63 
被災地支援事業の継続活動及び被災地支援にサポーターが参加できたこと。研究会にサポーターが参

加しやすいように会場が設定されていること。機関紙により、情報を提供していること。 

64 
高齢化時代の到来に伴い、老人福祉関係費増え、日本経済を圧迫し始めている。そんな中で介護予防に

絶大な効果がある「ふまねっと健康教室」は、注目に値する活動だと思う。 

65 
参加者の自主性が発揮されるような進め方が大変いいと思います。震災後の素早い反応にもとても感心

いたしました。 

66 東日本大震災地支援はとてもすばらしい活動だと思います。元気と笑顔の出るふまねっとです。 

67 
最初は張り切っていましたが、身体を壊してから私はついて行けないと後悔をしています。たしかに、老人

にとっては大変良い運動だと思います。出来ることなら続けたいと思いますが。 

68 

69 
 

70 

高齢化社会において歩行や頭の働きが鈍くなり、家の引きこもり等が多くなっている中で、ふまねっと運動

はみんなで喜んで集まり、声を出したり、手をたたいたり笑いの中で楽しんでおります。会員さんも増えて

来ており非常によいと思います。 

71 

72 
歩行機能の弱っている人に喜び自信が与えられる。仮設施設では喜ばれるが、それを継続する手段

は・・・ 

73 
ふまねっと運動は誰でも気軽に参加できて、又、今夏車道氏の交流にも成り頭も身体もすっきりして明日

への活力になります。 

74 

75 

76 全国的に広がり、それなりの効果を上げていることは評価されている。 

77 

78 

79 

80 
高齢者を受けてから担い手にしていく活動。安全に注意して行うことを重視しているプログラムを徹底して

いる。フォローアップがある。 
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81 
どんどん大きく広がっていく様子を見ていると普及活動の成果と思います。積極的な活動が大きく評価す

る点です。 

82 孤独な老人の楽しみを増やすという方向性を評価します。 

83 
現在精神デイケアで仕事をしています。実際にふまねっとをすることはほとんどなく過ごしていますが、チ

ャンスを見つけて行っていきたい。（以前何回かプログラムを行ってみたが長く続かなかった） 

84 各地での講習会の開催、支部の結成が喜ばしい 

85 
高齢者の転倒予防に大変有効。１．全国的に広がっている認知症を予防するため、２．車いすの方が歩け

るように、３．正会員はあらゆる場面で、普及活動・宣伝をしてほしい 

86 

被災地での支援でふまねっと活動は心身共に元気づける大変すばらしいことだと思います。スキルアップ

研修会もやはり必要なことですので、忙し中で取り組んでもらえて嬉しいです。北澤先生や他のスタッフの

方たちの表情や言葉に相手に対する思いやりと温かさがにじみ出て、人柄なんでしょうか、ほっとする安

心感がありますネ。頑張ってください。 

87 
１．少人口の市町にも浸透してきたと思います。２．参加者が「楽しかった。また参加したい」と思う指導方

針が大好き。３。仲間が増えたこと 

88 普及活動と被災地支援 

89 

90 高齢者の健康とふれあい活動での活用がよい 

91 面倒でも本部からの直接指導を重視する、ぶれない指導とこの方法が良かったということを教える研修会

92 

93 北澤理事長の発案がこんなに大きく（被災地まで）なったことは会員の皆さんの活動の評価だと思います。

94 
被災地での活動による震災された方の運動不足、会話不足の解消。高齢者のみではなく広い世代で楽し

めること。健康向上 

95 

96 
ふまねっと運動は認知度アップが素晴らしい。会員増も評価される。一方急激に会員が増えると会員のサ

ポートが手に余るので、地区のセンターにもっと線が必要。 

97 

98 ふまねっとの普及に尽力されており、賛同いたします。 

99 各地でのサポーター養成講習会の開催、震災地での成果が素晴らしい 

100 １．誰でも気軽に楽しめるふまねっとの普及活動。２．震災の被災者との交流 

101 
全国的に展開していることに応援したい気持ちです。サポート、インストラクターの要請に本州から参加さ

えれていることに活動範囲の広さを評価します。 

102 
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103 

私たちの地域では、６０代～８０代以上の方が１５名～１６名参加しています。２週に１度だったのが毎週し

てほしいと愛好者からの希望でサポーターも３名と４名に分かれて毎週木曜日に１時間３０分程度してい

ます。地域の方の健康と仲間づくりと楽しい時間を過ごす場でもあります。 

104 地道な努力 

105 多くの地域での講習の開催や、年数会の冊子の発行がよいと思う。 

106 先輩や体験者の話で、参加者の表情や少しずつ元気になったという話を聞き、大いに広まると思う。 

107 
東地の方にふまねっとを体験していただき、サポータの養成を一早く実行したことはすばらしいと思いまし

た。 

108 

高齢者の社会参加や生きがい作りの趣旨はとてもよいと思います。ネットを踏まないで歩けることもすばら

しいのですが、家にいてテレビばかり見ているという方が月１回でも「今日参加してよかった！！」とか「み

んなで笑えてよかった」などと来たときよりも元気で帰られるのがうれしいです。 

109 被災地支援活動等活発に活動しておられること高く評価します。 

110 
高齢になっても、元気で楽しく生活していけるようなふまねっと運動を作っていただき、普及にも努力されて

いること 

111 

超高齢社会を迎えている中において健康を維持して生活を営んでいくことは肉体的にも身体的にも容易で

はありません。でもこのふまねっと運動が身近で気軽にでき、認知機能の改善はもちろんこと地域の人々

と交流ができる楽しみが増えて健康にもつながっていくと思います。このような運動の活動がすばらしいと

思います。 

112 

私どものグループはまだスタートラインにたったところで実績はありませんが、機関紙「ひろば」から幅広い

人たちに心体両面から効果を上げていることや、その活動を広げようとしていること更に予防にまで取り組

もうとしていることがわかり、今一番必要なことをされていると思います。 

113 
地域福祉のために活動する。ふまねっと運動函館支部設立、今後の活動楽しみです。高齢者の生きがい

作りに活動に参加したいと思いますが、思うように時間が取れません。被災地支援活動ご苦労様でした。 

114 

115 高齢者向けの運動で参加し易いのがよいと思います。 

116 

一般の参加者はほとんど元気かまあ元気な人がよい中、１人か２人ほど身体の不自由な人の参加もあり

ます。パーキンソン病の男性が７回のふまねっとの最後の日、背筋を伸ばして手を大きく振り、スタ、スタと

歩く姿を見て感動しました。本人曰くこれは絶対ふまねっとのおかげといっていたが自分の努力もあると思

います。このような方たちをいろいろな会場で私たちサポーターは出会っています。その都度感動し、感謝

もしております。ありがとうございます。 

117 

現在、七飯町において「ふまねっと運動」がずいぶんと普及されてきています。これは「誰にでもできる」「楽

しい」ということが柱になっていると思います。ふまねっと運動を考案された北澤先生や学生さんに敬意を

表します。 
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118 
高齢化社会のニーズにあっていると感じる。中高年の活躍の場としての役割が果たせている。日本全国

の更なる広まりに期待している。 

119 

120 
東日本大震災被災地支援、ふまねっとインストラクター、サポーター養成講習、世代間交流、歩行や認知

機能の維持、改善等に大変役に立っている思います。 

121 ふまねっとひろばの機関紙の定期的発行だけでもとてもためになっています。 

122 

１．ふまねっと運動の普及を図るためのデモンストレーション、無料体験教室 ２．そして、さらに普及活動

を高めるための指導員の養成活動の実施 ３．指導員の組織化（支部結成） これらの努力を高く評価し

ます。敬意を表します。 

123 

高齢者にサポーター資格を取らせて生きがいにつなげることは大変よいと思うが、少しでも長くまた多くの

高齢者を対象に考えると正会員費 2,000 円は本人にとって続けられるか？せめて年齢制限で後期高齢者

には半分でどうでしょうか？ 

124 
今、現在（社協）の事業として行っている（デイサービスセンターゆうゆう）の月 2 回「ふまねっと」の（サポー

ター）に行っているのですが、2 名～4 名交代制でゆうゆうの参加者に大変喜ばれている。 

125 
活動拠点が北海道で何とするにも融通が利かない。東京の研修も高いし。大都市に支店を作り、営業し、

広めていってほしいと思います。認知度を広げる努力が必要かと思います。 

126 
○「ひろば」や報告でよりわかりませんが、次第に普及されていることを評価○先日、「ラダー・ウォーキン

グ」体験した。お互いに協力しながら対象者を拡大していければいいと思う。 

127 １２５と同じ 

128 

129 あっという間に全国に普及したのは、ふまねっとの顕著な効果の現れとスタッフ一同のパワーを感じる。 

130 
地域での開催時に指導について下さる活動はありがたいです。地域の高齢者の活動性が高まってきてい

ます。誰でも気軽に参加できるというところがよいのではないでしょうか。 

131 
高齢者が地域福祉活動に参加する手段のひとつとしてふまねっと運動を普及姿勢でいつも親切丁寧な指

導に感謝しています。 

132 

133 

134 
ふまネットの普及のため、ふまねっとサポーター、ふまねっとインストラクターの育成に取り組まれてきたこ

と、また、取得後の細やかなサポートをしていること。 

135 
地域の健康づくりとまちづくり活動の「担い手」としてのプロモーションをしていくことはこれからの少子高齢

化を見据えて大変重要な役作りを果たしていると思います。 

136 高齢者（高齢期）の身体的・精神的バランス維持にとって 1 つの方法としてとてもよいと思う 

137 現在のところ、思い浮かびません 
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138 ○地域に根ざした丁寧な活動○被災地域におけるふまねっと運動の展開 

139 

140 

平成 23 年 4 月から近くの町内会館借りて（無料）1 週間に 1 度続けていますが、運動が股関節の手術でで

きなかった人が、最近は足が軽くなったと言っていることや、2～3 人が出発したのに今は 7～8 人になり、

その中から 2 人の人が 2 月に釧路でサポーター研修会を受けることになりました。 

141 地域、特に高齢者の健康づくり支援です。これからもよろしくお願いします。 

142 

143 積極的だと思う。 

144 無活動なのでまだ感想はない。今年より活動に力を入れたい 

145 

○介護予防の受け手と考えられてきた高齢者を担い手にし、地域資源のひとつとしたこと。○単なる身体機能維持、

改善としてではなく、認知機能の維持改善としても効果を検証していること○指導資格者に対して教室運営のアフタ

ーケアをしていること。統一した運営方法を小まめに発言していること。資格者や団体を組織化すべく活動しているこ

と。 

146  年一回、実技指導をかねた講習会の開催は有意義です。今年も開催を希望します。 

147 

148 
基本動作、コミュニケーション、笑う、ほめる等、特別の用具使用ではなく気軽にできることでいろんな機能

が働いているということは、誰にでもできることなので、とてもいいと思います。取り付きやすいと思います。

149 高齢者が楽しみながら、健康を維持することに支援。 

150 
ふまねっと普及活動をして、本部のところでもふまねっと教室を開催する等。実践もできる。各方面でふま

ねっとを運営している人の相談に乗ってくれる。 

151 

152 どんなに遠くても出張し、活動するのはすごく魅力的だと思う 

153 

地道に講習会開催に取り組まれ、サポーター、インストラクターを養成して各地で健康をサポートする活動

広めていかれたこと。東日本大震災で被災地での支援に取り組まれ、息の長い支援をされていること。講

習会にさんかするとわかりますが、学術的な調査もされており、今世が科学的に示されていること。本当に

すばらしいことです。尚和さん、青木さんが優しく丁寧で頭が下がります。 

154 理論に基づいた活動が着実に広がっていく点を大いに評価したい 

155 ○道内各地で講習を開き、受けやすい体制を作っているところ。○被災地への支援 

156 

昨年、研修を受け取得しましたが、まだ実践がありません。今年度インストラクターとサポーター養成を企

画し、実践に向けて準備中です。これからもふまねっと運動のスキルアップに指導よろしくお願いいたしま

す。 

157 「ふまねっと」の普及が全国的であること。すばらしい活動実績があること 

158 
高齢化社会に生きる私たちが健康の維持と強制の絆を深めていくために大変貢献されていることを感謝

申し上げます。 
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159 誰にでも参加しやすいふまねっと運動を広める活動 

160 
数多ある健康づくり運動の中でも、ふまねっと運動は優れている。何より運動を得意としない自分がサポ

ータになれ、地域の健康づくりに少しでも役に立てていることです。 

161 
被災地支援の活動は、大変だったでしょうか、素敵なことと思います。現地のサポーターの方々の活動が

永く続くことを願います。 

162 

163 看護が必要な人、その直前の人にはとても良い心、脳、体にとって有効だと思う。 

164 

いまでは日本のいろいろな地方にまで拡大、ご活躍されていることにとてもうれしく思います。東日本大震

災地区で交流の場になっているという報告にすばらしいと思います。楽しく身体を動かすことで思わぬ輪

が広がるということですね。リーダーの進め方、やり方も問われるところだと思います。 

165 ふまねっとサークルを作り、仲間と楽しんできます 

166 

167 
ふまねっとサポーター講習を受けてから余り活動をしていないのでこれからも自分の老いとともに皆さんと

一緒にがんばりたいと思っています！！ 

168 

169 精力的に各地に普及されている様子 

170 たのしめる、笑顔になる。集まる機会となるふまねっとがすばらしいです。 

171 
定期的に機関紙をいただき、他の地域の様子や新しいステップなどの情報を知ることができてうれしいで

す。 

172 
スキルアップ研修があることはとても良いことだと思います。都合で出られないこともあると思うので、各地

区年に２回ずつあるとよりスキルの向上につながると思います。 

173 

174 理事長のお人柄にふれ、尊敬がわき、がんばろうという気持ちが出てきます。誠実に・・・誠実に・・・ 

175 各地域の活動や情報の紹介など機関紙の発行がとても参考になっています。 

176 

177 
活動は有意義です。福祉センターのせいか、参加者が多く皆さん楽しそうな姿が手に取るようにわかり、

私自身も緊張感が身にしみています。ボランティア活動続けたいですね。 

178 
北海道にとどまらず、全国的に指導に行っているのは、とっても良いことだと思います。これからもがんば

ってください。 

179 ボランティアとしてお金がかからないことで参加する人がいること 

180 
一般の運動とはまったく違う運動ということを感じた場面がありました。しかし、そこまで理解するまでが大

変です。元気な人は、良さがわからぬうちに、こんなものと思い、やめる人も多い。 
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181 ２０１１年度被災地支援事業～自分たちにできることを呼びかけ、行動して続けていること 

182 

みんなが楽しみながら参加してくださる。ふまねっとの休憩時間にはいろいろな茶を飲みながら話もできる

し、１週間に１度のこのときをみな待っている。足の不自由な方が足が広げられることができた。忘れ物

に。注意をできるようになった。など。 

183 
各地で開催し着実に普及されているとすばらしく思う。個人で地元で１０回くらい開催していますが、毎回

評判がよく地域に広めていきたい 

184 資格者の拡大。現地へきてくれること 

185 サロンなどで毎回活動し好評を得ています。時々講習があると良いですね。 

 

 

質問 7 あなたは本法人が今後どのような活動を重視すべきだと思うか自由に書いてください。 

1 
新しく、サポーター、又はインストラクターになった方に、ステップ集（機関紙）を、1 部 300 円でお分けします

と、知らせたら如何でしょうか。 

2 

3 初心を忘れず、裾広がりの活動を希望致します。 

4 

5 
遠くて会場に来られない方達は近くの公区を通し 認知症予防にも効果があるとされている中で、少しでも

ご家族に喜んでいただけるようなサポート会員でありたい 

6 

7 

8 名前だけのサポーターが増えています。この人達をどう参加させるか？ 

9 

10 

今は、ちょっとの間の活動しか出来ませんが、老人会等の小グループでの活動範囲を広げていきたいと考

えています。一人ではなかなか出来ることはないので、関係団体、行政等へのアピールが必要かと思い、

仲間を増やす場をつくりたいですネ。 

11 一般的にあまり知られていないと思うので、ＰＲが必要と思います。 

12 ふまねっとの価格を下げて普及推進する事 

13 
地域的もっと広がるといいなあと思っています。年齢重ね、自分を想定してそのときにこういう交流の場が

あれば縦・横のつながりが少しでも密に繋がっていくと思います。 

14 いろいろな活動をしていてその中に生かしています。 

15 

16 

17 

18 
高齢者施設での普及だけでなく、健康な高齢者対象の活動、特に介護予防事業にこの運動を組み入れら

れたらと思います。 

19 

20 

21 
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22 

23 

24 

25 

26 
ふまねっとを実施するのにあれだけの内容のものを説明、実技指導をするには、過去にそのような指導経

験がないとなかなか出来にくい、○○のサポーターの研修が必要か？ 

27 
ふまねっとのレベルを認知症レベルと予備軍レベルに分けそれぞれ内容を変えて広い年齢層に展開でき

るよう研究してほしい。 

28 

支部を全道的に誕生させる。誕生できるような下支えが必要ではないでしょうか。運営のる程度のノウハウ

がわかると取り組みが出来るような気がします。もう一つは、行政の認知度を上げるような働きかけが出来

ないものでしょうか。「ふまねっと」に対して「遊び」としてしか理解しない高齢福祉の行政担当者にはいつも

ガッカリさせられます。 

29 ふまねっとよりもう少し簡単な運動は出来ないか。研究してみてはいかがでしょうか 

30 
全国に活動の輪が大きくなる。大変良いと思っております。既存の地域のマンネリ化を防ぐため、中央の情

報、技術向上の研修等希望いたします。 

31 

32 

33 
一つの講座として確立していくには、どうしたらよいか？ただ講座を開いているだけでは継続していかない

と思います。 

34 施設など中度から重度の人たちに向けたプログラム作成 

35 研修会に参加して地域に普及推進して参りたいと思います。 

36 

ふまねっとをして腰が痛く、病院に通院している方の話を聞きました。もともと腰が痛かったのかもしれませ

ん。その方はもっと元気になりたいことから、通ったそうです。本人の意志で行動するので仕方ありません

が。（体調次第）でやるやらないを判断した方がよい←利用者さん 

37 

サポーター、インストラクターが共通の理解のもとに指導できるようなスキルアップ講習を望みます。だんだ

ん自分たちのところは・・・・ここはこれでいいの・・・とかが慣れと共にだんだん多くなってきているように思

います。自分流になることを心配しています。 

38 近くの市町村での交流が出来るような何か、若い人学生会員になってほしいと思います。 

39 

世間にもっとふまねっとが身近に活動できるように、地道なＰＲが必要だと思います。その効果がこれから

の高齢者介護予防に大であるからです。また、受講料が高いのがネックです。参加したくとも高価なことが

原因で二の足踏んでしまいます。会員が増える、削減できることは手弁当でもよろしいかと思います。その

事が細く長く継続できると感じました。 

40 

各地方にふまねっとが出来ました。私の町では新しくふまねっとの勉強会の場ができました。先日私達の

教室の方の指導をお願いしますと隣の町より依頼がありましたが隣の町にも教室があるのでみんなで相談

をして断りました。私はそれではふまねっとを少しでも広めていくことが出来ないのではないかと思います。

そのときはどうしたらよいか？依頼してきた方は出来たら地元は嫌だと話されていました。 

41 
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42 
○まずは、多くの人に参加してもらい、楽しんでもらうこと。○だんだんと回数を重ねることで、その中から

サポーターさんも増やしてゆくこと。○開土老人施設、デイケア施設、老人クラブ、サロン等での開設。 

43 今後も今までのような活動を期待しています。 

44 今まで通りでよいと思います。 

45 

知名度を上げるためにも、インストラクターのいる事業所に行き、サポートしてほしい。「ふまねっと」の重要

さと正確な情報をインストラクターの不足の部分をサポートしてほしいです。レンタル料も高い購入額も高

い。派遣料も高い。類似品が出ても当然。 

46 私は今後とも活動をしていきたいと思います。自分自身のためでもありますのでやっていきます。 

47 

48 

49 

まだ、6 ヶ月弱なので私事でしか考えられません。ふまねっと運動は、歩行機能・認知機能改善に大変友好

的運動だと言うことを参加者の方々へ理解していただきながら一緒に楽しむことをモットーに歩んでいきた

い 

50 
各都道府県に支部を作り、各支部での交流を広げていきたい。例えば、佐世保ふまねっとクラブとしてネッ

トにて支部を紹介していただきたい。 

51 

52 

53 
サポーター、インストラクターの勉強会には力を入れなければ。年間の勉強会の時間を設定し、７０％以上

のクリヤーしたものでないと。出前講座の資格制限とか？ 

54 

一般受講者も各種団体・町内会等でふまねっとの接点が多くなってきているので、受け取り方も多様であ

る。それだけ興味を持っているといえる。サポーターのレベルアップに繋がるようにご一考下さいますようお

願いを申し上げます。 

55 
行政や福祉団体を通じての活動は形式や権威にこだわる傾向がある。肩肘を張らない指導に心がけては

と思う。経験を重ねる毎にスポーツ代が求められる。この抑制に苦慮する。 

56 
インストラクターを東京で取得しましたがきっと地元での講習があれば、もっと受講者が増え、ふまねっとの

楽しさを知ることが出来ると思います。 

57 

実践から学び、研究を続け、成果を発表して下さい。10 人くらいで定例でやっていると、サポーターが全体

的に 1 人がやり、励ます時かネットを張るなどもう一人はサブに徹した方がやりやすい。逆に思うには、サ

ポーターも実力がついてきて、あれこれ言われるとパニックになりやすい。 

58 

59 ”ふまねっと”を知ってたくさんの方々の輪になればよいですね。 

60 とにかく、一人でも多く理解していただけいるように、積極的に広めて聞きたいと思います。 

61 全国への普及活動 

62 

63 サポーター団体が所在する各市町村間の連携の強化 

64 

○サポーターやインストラクターを増やしても、活動してくれないと何の意味もない。彼らがそれぞれの地域

で、活動をしやすい様な支援体制作りが必要。○私達は介護予防の役を担っているんだと認識に立ち、も

っと積極的にこの運動を推進すべき。自信を持って行政にも働きかけたいものです。 
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65 道内だけでなく広く南の方までふまねっとを広めて下さい。 

66 
ふまねっとひろばに毎回出ているステップ指導アドバイスを是非まとめて」1 冊のテキストとして出版してほ

しいです。 

67 網走町内の会員だけでも電話番号と名前を書いた用紙があればと思います。 

68 

69 現在、区会及び施設の高齢者の人たちが喜んで参加してくれるので続けていきたいと思います。 

70 
一人でも多くの人に声をかけて友人知人を作り共に健康と笑い喜びを多くのかたに分かち合いたいと思い

ます。※会員さんもお友達に声をかけて共々に楽しんでおります。 

71 

72 
中心となっている北海道の本部の動きが離れた地域にうまく連動するにはどうすればよいか。末端は交流

が乏しく、自己流にもなりやすい。ふまねっとすばらしいので購入したいが少々高価である。 

73 
指導資格取得者で、実際に活動している人がどれくらいの割合か知りたい。ペーパー資格者ではもったい

ないので、それらの人たちがもっと活動や参加しやすい体制を考えたら良い。 

74 

75 

76 
利用者に対するサポーターの意識改革。（指導者としてではなく、仲間としての意識必要）運動+健康に対

する知識も必要。 

77 総合型地域スポーツクラブの連携 

78 

79 

80 サポーターが地域で活動するためのフォローアップ 

81 
サポーターにフォローアップや悩み相談にのる。サポーターの年齢が 70 代では、メールでは用が足せない

ので、電話や合うことが必要である。 

82 老人が楽しさをもっと感じられるような内容を増やしていってほしい。 

83 北海道に 

84 
会員拡大、非会員の関心を高めるためわかりやすいチラシが必要。今回ひろばの 3 ページのような図も入

れた分かりやすいものが良い。 

85 

平成 12 年 1 月 14 日のような紹介と体験、P1 は年１回は必要だと思うが準備がとても大変だと思う。正会

員・関係者は１人１名の高齢者を教室に連れてきて、ふまねっと運動の良さを実感してもらい、口コミで広

がっていけばよいと思う。サポーター同士の交流より新規開拓に力を入れてほしい。 

86 

87 
１．新年度、各市町村の介護予防事業や健康づくり事業に取り入れてもらうように依頼文書を提出してみて

はいかがでしょうか。２．社協主催のイベント参加。 

88 各支部とのつながりや、ふまねっとの安全で正しい指導法についての情報提供 

89 

90 

91 被災地支援、短時間でもスキルアップのための研修会。 
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92 

93 求めていただける場所があるのなら、一緒に行いたい。 

94 
ふまねっとの価格を安く、購入しやすいようにしてほしい。サポーターも近隣であれば交通費も必要ないの

で、会場費だけ参加者が払うくらいが活動しやすい。 

95 

96 
地域福祉にも貢献すべき。現在は市町村とその出先機関、包括支援センターとまりで地区の福祉担い手さ

ん等のお手伝いができないと地域福祉に貢献したとは思われない。 

97 

98 できればインストラクター２級の資格を取りやすくしてほしい。また、もう少し研修会を開催してほしい。 

99 定期的にスキルアップ講習会を開催してほしい。北澤先生のお話が聞けて良かった 

100 

１．会員からのステップ案を採用する。２．スキルアップ研修会の開催①教室の運営時間の目安、休憩時

間の取り方②当番制の場合、サポーターの負担について、各市町村と情報交換③正会員の年齢層の情報

提供 

101 
札幌市内の早期全面的展開を早く実現されるといいですね。「それな～に？」という地区の方が結構いらっ

しゃるので、残念に思います。 

102 

103 

参加者も１人２人と増えてふまねっとなら無理なく体を動かすので毎週できるので家のかなで躓かない、足

を引きずらなくなったと楽しみに着てくれる人が多く、私も後期高齢者になってからのサポーターですので、

一緒に楽しみ、またがんばりたいと思います。 

104 

町内のサポータのグループが、町の開度予防事業教室で月一回だけ試験的に実施（５回ほど）しました

が、参加者の付表により中止になりました。介護予防を担うには、力不足だったような気がします。効果的

な活動は難しいものですね。 

105 
以前の自分のように、多くの福祉従事者が本法人の活動や「ふまねっと」について知らないことがたくさん

あるので、少しでも多くを知ってもらえるようにしていけたらよいと思う。 

106 会員が増えている割には、まだ地域に広まっていないと感じる。マスメディア等、大いに使ってはどうか。 

107 
サポーター養成講習時には基本をしっかりと指導していただき、資格取得後すぐに健康教室の担当ができ

るとよいと思うのですが、資格を取ったばかりの方々のスキルアップも何度か機会を作ってほしい！！ 

108 
月１回（老人福祉センターの場合）というのは歩行機能や認知機能の改善まではなかなか至らないと思い

ます。 

109 
「ひろば」No１６、P7 のような「ふまねっと」効果・理論の記事を多くしてください。⑥に記入した事項もよろしく

お願いいたします。 

110 
インストラクターの養成機会を増やし、デイサービスやデイケア等医療関連者にも広めていただきたいと思

います。 

111 

ふまねっと運動が全国的に普及してほしいです。そのためにも基本をきちんと守り、営利営業にならないこ

と、第一位に心身豊かになると病院にも日々いかなくなり、友人もでき認知も改善されると家族にとってもこ

んなに喜ばしいことはございません。重要なことは運営していく方々の指導が大切になっていくと思いま

す。 
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112 北海道だけでなく全国各地にこの活動が広がったらいいなと思います。 

113 
各地域の高齢者、今後ますます増えると言われている認知症高齢者が進行を緩和することの力にそして

高齢者になっても生きがいを失わないように高齢者の生きがい作り力を入れていければと思います。 

114 

115 スキルアップをしてほしいと思いますが・・・・本部からは遠いので近場で 

116 

釧路市ではふまねっとをやっている人、知っているだけの人が多くいます。参加するには遠い、車の運転は

できない、足腰が弱い、その様な方たちも沢山います。町内会単位でふまねっとをすることによって参加者

も増えると思います。その地区のサポーターの声賭けで高齢者の参加もスムーズになると思います。 

117 
底辺まで普及されたなら、次は高齢者のスポーツとしてパークゴルフなどと同じように認められ、国や町か

らの助成などが受けられるような組織作りができたらと・・・・思います。 

118 

○支部組織拡大が今いっそう進むとよいと思う。それに伴い、支部活動費が必要となるが・・・○提案です

が、会員の会費をたとえば 3,000 円／年会費として、その一部を今より少し高めに支部活動費として利用す

る案はいかがでしょうか？ 

119 

120 
今後とも、東日本大震災被災地支援の継続、ふまねっと運動の有効性の周知、スキルアップ研修会の増

量などです。 

121 

超高齢化が進む現状で、脳も身体も最後まで元気に使える老人がひとりでも増えるために、息の長く続く

活動のための支援やグループの立ち上げやプログラム開始するときの支援があれば心強いです。本部と

距離的に遠いので難しいとは思いますが。 

122 
１．楽しい「ふまねっと教室」の普及と支部間交流 ２．「認知機能改善 8 週間プログラム ver.2.0」の検討と作

成 ３．大きな支部の組織強化 

123 

超高齢化になって、問題となっているのは 60 代 70 代の認知症になる人が多いことです。ふまねっとも予防

になるのですが、他に「心わくわく」するものを考え出してほしい。笑顔になれるくらいで何か考えてほしいで

す。 

124 今後老人クラブ（連合会）にももっと広げていきやすいと思います。 

125 
○営業（全国）他国への認知度の方法、売り込み。（特許ふくむ）論文の閲覧等○ふまねっとに関する書籍

（改善点、向上点、地域性導入例）執筆活動 

126 
○会員の拡大○特に、新会員が活動する（できる）ための手ほどき○地域での活動状況のお知らせ（札幌

市の場合、区内か） 

127 

128 

129 発祥である足元の地盤固めとして釧根の市町村への普及に力を入れてもらいたい。 

130 このまま継続していけることを願っています。また、一工夫が求められてきているようにも思います。 

131 
サポーター等の有資格者が増加する一方、高齢化が進み活動が停滞するのをどう支援できるのかをご検

討ください。 

132 

133 
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134 
各町内会などへ働きかけ、一般の多くの人たちへの理解と協力を広めて活動できるよう浸透できればよい

のではないかと思う。 

135 
多くの市町村の住民を健康づくりに取り組むきっかけ作りには裁量のプログラムだと思います。「まだまだ、

いやもう無理」という高齢者にも対応できるふまねっとをどんどん広めて行ってください！ 

136 草の根的に地域にも手軽に活用できる「ふまねっと」を望みます。 

137 

138 
北海道外においても可能であれば講習会を開催していただければと思います。今後ともよろしくお願いい

たします。 

139 

140 

141 今までと変わらない活動でよいと思います。 

142 

143 

144 

145 

ふまねっと運動の効果をもっと直接的に広報していくべきだと思います。データと検証結果がるので訴える

力はあると思います。又、地域に存在するサポーターを有効に活用して行政にももっと働きかけていってほ

しいです。 

146 会員各自、地域で数多くふまねっとを実施する努力を心がけたいと思っています。 

147 

148 

広く、多くの人が参加するために、サポーターを養成するのですが、ボランティア活動している人が多いと

思います。「7,000 円出してまで・・・」という声を聞くことがあります。5,000 円以内であれば、受講してもいい

と思うようです。インストラクターは反対に値上げしてもよいのではないかと思います。指導者となることで

あれば、お金を出しても取得したいでしょう。ボランティアを考えると多くの人が健康であるように多くの人に

参加しサポートしていく人を育てるためには、もう少し安くしてもいいのかなと思います。 

149 道外での普及 

150 気軽に地域に出て指導する 

151 

152 

153 

引き続き、学術的な研究の取り組み及び発表。サポーター、インストラクターの養成スキルアップ講習の拡

大。さまざまなステップについて広く学ぶ機会を設ける。今後ネット環境がかくだいされているようですが、

活用できる会員ばかりでは内容に思います。それが気になります。 

154 貴法人の海外含め今後のご活躍をご祈念申し上げます。 

155 今までと同様、地方を大切にしてほしい（札幌は講習を受ける機会も沢山あるが地方は少ないので） 

156 
教室は楽しく参加できる。無理なく身体を動かすことが重要と思いますが、一方で教室参加者の客観的評

価についてはしっかりと取り組む必要があると思います。よろしくお願いいたします。 

157 

「ふまねっと」が人気で利用者様も楽しんでいただけていますが、動きを注目されたり、人前で間違うことに

抵抗のある方もおられます。「ふまねっと」に続く新たな健康運動の開発というととても大変なことだとは思

いますが、期待しています。 
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158 
高齢化社会に対応した支援活動を最重要としていただきたい。認知症対策は各施設に重度指導員を要請

されると良いと思います。（※潮見老人クラブは毎週月曜日を（ふまねっとの日）を定めて実施しています） 

159 

更に活動を広め参加しやすい体制作りの支援を。例、現在の市町村での支部（各 1）体制のみではなく、も

っと少人数でのグループでも活動できる組織のほうが小回りの利く活動になるのではないかと思っていま

す。 

160 運動の総括をするセンターであってほしい。定期的なスキルアップの研修もあれば参加したいです。 

161 

162 

養成講習の案内を、現在3月までの予定を知らせて（ひろばにて）もらっていますが、もっと早めに予定を知

らせていただきたく思います。職場で、受講したいかた、また職場の日程を組めないのでせめて 6 ヶ月前ま

での日程を教えていただきたいです。ステップ指導アドバイスをもっと取り入れてください。 

163 

健常者の G にも使えると思う。２種を明確に分けて、指導法を作成したら○○かと思う。本表の方法を頑な

に守ろうとして健常者に指導すると嫌がられる。ふまねっとの理念を持って健常者への指導も有効だと思

われる。（実践して感じたこと） 

164 

毎回、みんなが良く知っている歌にのせて身体を動かせるのはいいですね。１曲覚えるのに、時間がかか

るのもあるし、覚えやすいのもあってとっつきやすいものとなりました。リーダーがみんなのふれあいをどう

進めていくかが大切になってくると思います。 

165 今のまま継続してほしいと思っています。 

166 

167 

168 

169 今後もより一層の普及が進み、より多くの人がふまねっとを楽しめるようになるといいと思います。 

170 
地域住民が参加したいと思うが、養成講座ふまねっとの価格が高いとすぐにふまねっとが活用できないこ

とが多い。そこの改善策を教えてほしい 

171 

月１回の教室開催なので、介護予防より集いの場、会場に来ることまでが介護予防の意味合いが強くなっ

ています。そんな現状での状況を常に把握してご指導をお願いしたいと思います。私たちからも発信させて

いただきます。 

172 資格取得者のフォロー研修の充実。 

173 

174 サポーターの定着化 

175 スキルアップのための研修会 

176 

177 

出前講座のように、無料講習会大いに行えればと思います。その際、交通費はほしいですね。サポーター

になった時点で、高齢者向けの健康教室、地域にとっては健康づくり大歓迎です。マットが自己負担はいた

だけないですね。やはり本部で用意すべきかと。 

178 
新しいサポータさんは、新しいステップを要求したがりますが、今回の広報のように何回も繰り返すことが

大切をモットーに広げて行きたいと思う。古いステップも繰り返すとできないことがあります。 

179 
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180 

介護老人入居者の場合のステップを考えてはと思います。一般のステップは無理です。横行きのときふら

つきが多く、横行きステップは使っていません。前進のみで手を入れたり、入居者の場合は木をついた人、

車椅子、歩行器、足腰が弱っています。しかし、その回を待ってくれています。 

181 サポーター養成 

182 

とても、良いことですが、サポーター（１２～１３人）の方の責任の度合い、たとえばパークゴルフ・ゲートなど沢山やっ

ている方は夏場になるとサポーターの方が自分の当番でも来なくなる・・・いつも同じサポーターに寄りかかりすぎる。

６ｋｍ以上も車で走って行っても車代も出ない。サポーターの方々にもいろいろな人がおり「きつい」言葉で参加者に言

ったりする。サポーターは何もえらくはない。～研修が必要ですネ。 

183 
サポーターがいる各県でスキルアップ講習会等開催してもらいたい。サポーターの交流会等定期的な開催

を希望 

184 行政への働きかけ 

185 

 


